
山形県内の鉄道沿線の活性化等に関する包括連携協定 別紙２

１協定の目的

山形県とＪＲ東日本東北本部が相互に情報共有や意見交換に努め、関係施策等
について緊密に連携し協力することで、山形県内の鉄道沿線の活性化等を図り、
相互の持続的な発展を目指すことを目的とする。

２主な連携の取組

（１）地域資源の活用促進に関すること

○観光資源の活用、地域活性化イベントでの協力

・ワーケーションの推進による旅行需要の創出

・駅構内等での産直市の開催、県産品の販売

・観光キャンペーンの展開

・首都圏等との相互の移動需要を喚起する取組

○ビジネス需要拡大、地域産業の活性化に関する協働

・列車荷物輸送の取組

・ＪＲ東日本グループとの連携による新規事業に関する協力

・コワーキングスペースの利用促進

（２）公共交通利用の推進及び交通系ＩＣカードの利活用に関すること

○安全でシームレスな交通ネットワーク構築の検討

・駅において接続する二次交通の利便性向上に関する検討

○交通系ICカードの利活用による利便性向上

・交通系ICカード利用促進及びJRE POINT生活圏の拡大

（３）防災・災害対策の連携に関すること

○災害発生時の連携

・運休情報等の速やかな共有・対応に関する連携

○現地情報等のＪＲ東日本への提供等

・災害発生が予想される際の沿線における現地情報等の提供

（４）まちづくりの推進に関すること

○都市機能充実を目指した総合的なまちづくりに向けた協働

・駅を中心としたまちづくりの検討

３協定の期間

2022(令和４)年10月24日(締結日)から10年間


